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地域から感謝される
企業になろう

特 集

企
業
に
と
っ
て
大
事
な
こ
と
は
、
利
益
を
上
げ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
顧
客
、
地

域
か
ら
「
あ
の
会
社
は
本
当
に
必
要
な
会
社
だ
」
と
思
わ
れ
る
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
企
業
の
社
会
貢
献
へ
の
意
識
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
中
、
今
号
で
は
、
地
域
に
対
す

る
真し

ん

摯し

な
取
り
組
み
を
続
け
る
会
社
を
訪
ね
た
。

地
域
か
ら

感
謝
さ
れ
る

企
業
に
な
ろ
う

特 
集

　

忍
者
の
里
と
し
て
知
ら
れ
る
三
重
県

伊
賀
市
。
そ
の
北
部
に
位
置
す
る
人

口
８
０
０
０
人
ほ
ど
の
旧
阿
山
町
地
区

に
「
モ
ク
モ
ク
手
づ
く
り
フ
ァ
ー
ム
」
は

あ
る
。
運
営
し
て
い
る
の
は
、
農
事
組

合
法
人
伊
賀
の
里
モ
ク
モ
ク
手
づ
く
り

フ
ァ
ー
ム
だ
。
も
と
も
と
は
養
豚
農
家
が

集
ま
り
、
ハ
ム
や
ウ
ィ
ン
ナ
ー
ソ
ー
セ
ー

ジ
な
ど
の
製
造
・
販
売
を
行
っ
て
い
た

が
、
ひ
ょ
ん
な
こ
と
か
ら
始
め
た
「
手

づ
く
り
ウ
ィ
ン
ナ
ー
教
室
」
が
大
盛
況
。

そ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
体
験
を
通
じ
て

生
産
者
や
消
費
者
、
地
域
住
民
が
交
流

で
き
る
農
業
公
園
と
し
て
事
業
を
拡
大

し
、
今
で
は
年
間
50
万
も
の
人
が
訪
れ

る
。
生
産
（
１
次
産
業
）
か
ら
加
工
（
２

次
産
業
）、
流
通
・
販
売
・
サ
ー
ビ
ス
（
３

次
産
業
）
ま
で
を
農
業
と
捉
え
る
こ
と

で
、
農
業
の
活
性
化
な
ど
を
通
じ
て
地

域
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
る
。

人
里
離
れ
た
山
合
い
に

年
間
50
万
人
が
訪
れ
る
！

　

滋
賀
県
と
の
県
境
に
接
す
る
旧
阿
山

町
地
区
は
、
伊
賀
盆
地
の
北
部
に
位
置

「
農
業
の
６
次
産
業
化
」
で

ま
ち
を
元
気
に
す
る

伊
賀
の
里
モ
ク
モ
ク
手
づ
く
り
フ
ァ
ー
ム

三
重
県
伊
賀
市

が
違
う
の
で
は
…
…
」
と
不
安
に
な
る

こ
ろ
、
よ
う
や
く
「
モ
ク
モ
ク
手
づ
く
り

フ
ァ
ー
ム
」
の
看
板
が
見
え
て
く
る
。

　

こ
こ
は
、
同
フ
ァ
ー
ム
が
運
営
す
る
農

業
公
園
だ
。
農
業
公
園
と
は
、
農
業
を

主
体
と
し
た
テ
ー
マ
パ
ー
ク
と
い
っ
た
と

こ
ろ
だ
ろ
う
か
。
自
然
と
触
れ
合
い
な

が
ら
農
業
や
園
芸
、
畜
産
な
ど
へ
の
理

解
を
深
め
ら
れ
る
施
設
と
し
て
全
国
各

地
に
広
が
っ
て
き
た
も
の
だ
。

　

同
施
設
は
そ
の
草
分
け
的
な
存
在
で
、

昭
和
62
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
総
面
積

は
約
14 

ha
。
東
京
ド
ー
ム
３
つ
分
の
敷

地
に
は
、
農
園
や
牧
場
、
工
房
、
レ
ス

ト
ラ
ン
、
宿
泊
施
設
な
ど
が
点
在
し
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
飽
き
ず
に
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
。

　

中
で
も
訪
れ
た
客
に
人
気
な
の
は
、

多
彩
な
体
験
教
室
だ
。
こ
こ
で
は
、
手

づ
く
り
ウ
ィ
ン
ナ
ー
教
室
や
石
窯
で
焼

く
パ
ン
教
室
を
は
じ
め
、
季
節
に
合
わ

せ
た
限
定
企
画
も
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

ほ
か
に
も
、
牧
場
で
馬
に
乗
っ
た
り
、

牛
の
乳
を
搾
っ
た
り
、
農
園
で
キ
ノ
コ
を

収
穫
し
た
り
と
、
多
岐
に
わ
た
る
体
験

が
で
き
る
の
が
大
き
な
特
徴
と
な
っ
て
い

▲同施設の「顔」とも言えるミニブタ。来場者が自由に触れ合えるよう、施設内には十数頭のミニブタが放し飼いにされている

す
る
。
四
方
を
小
高
い
山
々
に
囲
ま
れ
、

い
か
に
も
忍
者
の
里
を
思
わ
せ
る
風
情

で
あ
る
。

　
Ｊ
Ｒ
柘つ

植げ

駅
か
ら
車
で
約
15
分
。
道

中
に
は
目
印
と
な
る
よ
う
な
建
物
や
商

業
施
設
も
な
く
、民
家
も
ま
ば
ら
だ
。「
道
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